
研究会設立企画書 兼 2022年度活動計画書

研究会名 商業施設研究会

設立趣旨 ①「先進商業施設視察会」を研究会として発展させ、商業施設（ショッピングセン
ター）を対象とした調査・研究を行う。
②販売士としてみるべき商業施設の一覧化と視点・ポイントの共有を図る。
③販売士が持つべきフィールドマーケティングの知見や、店舗や施設をみることに
よって、課題指摘・改革につなげる実践的なノウハウを確立・共有する。

研究内容と活動イメージ 今年度スケジュール

目標成果

・商業施設の一覧化と視点・ポイントの整理
・視察会における商業施設の指標を確立

参加者が得られるもの

・事前の調査と仮説構築の上による視察会を通じて、
より深い認識が得られる

備考・補足

7～9月 10～1月 ２月 3月～6月

準備期間 商業施設
研究

視察の視
点・ポイ
ント整理

レポート
作成

視察会に
おける実

践



Ⅱ-1 商業施設研究会の設立企図

商業環境の大幅な変化

• 「先進商業施設視察会」を研究会として発展させ、商業施設を対象とした調査・研究を行う。

• 販売士としてみるべき商業施設の一覧化と視点・ポイントの共有を図る。

• 販売士が持つべきフィールドマーケティングの知見や、店舗や施設をみることからの課題指摘・改革につなげる実践的なノウハウを確立・共有する。

➡以上をもとに販売士の商業施設への調査研究能力の向上をめざす。

販売士の強みと特性

都市構造変化／少子高齢化／小売業態の
進化／小売の主戦場の変化（百貨店・商
店街～ｽｰﾊﾟｰ・GMS～SC・ｺﾝﾋﾞﾆ～オンラ
イン商業）／まちづくりとの関連／コロ
ナに伴う消費行動の変化‥等々

商業施設のハード面 商業施設のソフト面

IT化・DX化・ｵﾝﾗｲﾝ化

業種業態特性／商圏／立地／店舗規模
／店舗構成・ゾーニング／MD・商品
構成／陳列・VMD／店舗環境デザイン
パブリック・行政・教育等のコンテン
ツ‥等々

現場を知っている販売士の力の発揮／
調査・研究を通じて課題や論点を指摘
／店舗改革につなげられる実践的な知
見と手法への転換
➡販売士の質と地位の向上

顧客ターゲット／プロモーション／接客／
サービス／店舗運営／顧客施策（ｶｰﾄﾞ・固
定化）人材／システム／店舗DX／オンライ
ン連携・OMO・・等々

【研究の背景と視点】



２ 商業施設研究会の活動

調査研究

実践情報発信

①販売士の商業施設に対する研究
調査能力の向上
②ストアコンパリズン（店舗視
察）のための基礎力の共有

①事前の調査と 仮説構築の上で、
より深い認識が得られる視察会
②会合へのゲスト招へい（要検討）

①ＨＰ用コラム執筆
②出版（先進商業施設事例）



３ 商業施設研究会の価値イメージ

商業施設に関わる研究
（視察ノウハウの体系化）

デベロッパーとの
交流と
支援実践

販売士視点での商
業施設の情報発信
（レポート）

出版
小冊子等

販売士としての成長
ネットワークの形成



４ 商業施設研究会の目指す成果

• 実践的な商業施設視察に向けて事前調査と仮説構築の確立⇒研究の深化

• 商業施設視察の体系化と事例研究⇒出版

• 商業施設とのネットワーク構築⇒フィールド研究の場を確保（将来的な施設診断）

• 各参加者のコンテンツ制作のフィールド⇒商業施設へのコンテンツ提供（テナント研修など）

商業集積の研究を通じた、商業エキスパートとしての参加者の成長
商業施設とのネットワーク構築と研究会活動を通じた人脈形成


